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シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
た
街
、
敦
煌
。
中
原
と
西
域

と
を
結
ぶ
文
化
的
、
ま
た
軍
事
的
拠
点
と
し
て
、
古
来
多
く
の
人
々

が
行
き
交
っ
た
こ
の
地
で
、「
二
〇
一
三
年
中
文
数
字
出
版
与
数
字
図

書
館(

Ｃ
Ｄ
Ｐ
Ｄ
Ｌ)

国
際
研
討
会
（
中
文
デ
ジ
タ
ル
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
と

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）」（http://gb.oversea.cnki.

net/kns55/2013_Sem
inar/gb/D

efault.htm

）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
展
す
る
今
日
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
情
報
提
供
や
独
自
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
公
開
す
る
機
関

が
、
日
々
増
大
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
は
、
今
後
自
身
の
研
究

を
進
め
る
上
で
も
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
理
解
し
、
活
用
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
を
決

意
し
た
。
ま
た
、
参
加
す
る
か
ら
に
は
、
こ
の
機
会
に
、
日
本
の
公
共
・

専
門
機
関
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
と
課
題
と
を
世
界
に
向
け
て

発
信
す
る
必
要
性
も
感
じ
た
。
さ
ら
に
、
世
界
各
国
の
図
書
館
に
お
け

る
最
新
の
技
術
と
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
水
準
を
、
自
身
の
目
で

確
認
し
た
い
と
い
う
好
奇
心
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
思
い
が
、
筆
者

を
研
討
会
へ
と
駆
り
立
て
た
の
で
あ
る
。

■
研
討
会
の
概
要

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
各
国
の
図
書
館
・
出
版
関
係
者
、
さ
ら
に
は

中
国
を
研
究
対
象
と
す
る
研
究
者
が
、
中
国
関
連
文
献
・
文
物
の
デ
ジ

タ
ル
リ
ソ
ー
ス
構
築
や
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
の
最
新
の
成
果
を
共
有
し
、

新
た
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て
共
に
検
討
す
る
こ
と
を
趣

旨
と
す
る
。
清
華
大
学
図
書
館
・
香
港
大
学
図
書
館
・
敦
煌
研
究
院
・

中
国
学
術
期
刊
電
子
雑
誌
社
の
共
同
主
催
で
、
会
議
は
同
方
知
網
（
北

京
）
技
術
有
限
公
司
の
運
営
の
も
と
進
め
ら
れ
た
。
中
国
学
術
期
刊
電

「
二
〇
一
三
年
中
文
数
字
出
版
与
数
字
図
書
館(

Ｃ
Ｄ
Ｐ
Ｄ
Ｌ)

国
際

研
討
会
」
参
加
記　
　

金
城　

未
来
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子
雑
誌
社
、
お
よ
び
同
方
知
網
技
術
有
限
公
司
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
（China 

N
ational K

now
ledge Infrastructure

）
と
呼
ば
れ
る
中
国
最
大
の
学
術

文
献
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
に
携
わ
る
機
関
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
学
術
雑
誌
や
学
位
論
文
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
聞
や
統
計

年
鑑
に
至
る
ま
で
幅
広
い
内
容
の
情
報
を
提
供
し
て
お
り
、
筆
者
も
日

頃
よ
り
活
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
機
関
が
中
心
と
な
っ

て
開
催
す
る
本
会
は
、
ま
さ
に
中
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
先
導
す
る
も
の

と
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

五
月
下
旬
、
筆
者
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
た
め
、
ま
ず
は
発

表
予
定
の
論
文
を
主
催
者
側
へ
提
出
し
、審
査
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、

無
事
審
査
を
通
過
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
筆
者
を
含
め
三
四
人
の

発
表
が
認
め
ら
れ
た
。
会
議
に
お
け
る
使
用
言
語
は
、
中
国
語
か
英
語

の
い
ず
れ
か
。「
会
議
手
冊
（
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）」
に
よ
れ
ば
、
中
国
や

ア
メ
リ
カ
・
韓
国
な
ど
世
界
一
八
カ
国
か
ら
総
勢
約
四
〇
〇
人
が
参
加

し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
は
筆
者
を
含
め
、

僅
か
四
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
開
催
時
期
や
開
催
地
の
問
題
も
あ
ろ
う

が
、
こ
の
よ
う
な
国
際
研
討
会
に
、
日
本
の
図
書
館
や
大
学
・
公
共
機

関
関
係
者
が
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
些
か
残
念
な

思
い
で
あ
る
。

　

研
討
会
は
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
七
月
一
一
日
に
行

わ
れ
た
初
日
の
全
体
会
議
は
、
四
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
ら
れ
、
筆

者
を
含
む
計
二
四
名
が
発
表
し
た
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、そ
れ
ぞ
れ「
大

数
据
時
代
的
数
字
出
版
」、「
中
文
数
字
出
版
与
数
字
資
源
建
設
」、「
中

文
数
字
図
書
館
与
中
国
学
研
究
」、「
数
字
館
蔵
建
設
及
服
務
模
式
」
と

大
き
な
テ
ー
マ
で
括
ら
れ
、
発
表
者
が
次
々
と
壇
上
に
上
が
り
、
自
ら

の
見
解
を
述
べ
た
。
こ
の
初
日
の
報
告
の
中
、
筆
者
が
特
に
興
味
深
く

感
じ
た
の
は
、
中
華
書
局
副
編
集
長
・
顧
青
氏
の
「
中
文
古
籍
数
字
化

建
設
与
図
書
館
応
用
」
で
あ
る
。
顧
氏
は
、
古
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

丁
寧
な
整
理
作
業
を
行
っ
た
上
で
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、

整
理
さ
れ
た
文
献
が
著
作
権
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
、
ま
た
中
国
語
で

記
さ
れ
た
古
籍
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
上
で
、
い
く
つ
か
の
規
準
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
か
れ
た
。
筆
者
は
、
普
段
、
中
文
古
籍

を
取
り
扱
い
研
究
を
進
め
て
い
る
身
で
あ
る
た
め
、
ど
の
指
摘
も
納
得

さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
人
民
出
版
社
（
党
委
副
書
記
・

沈
水
栄
氏
「
現
代
知
識
資
源
開
発
与
党
政
図
書
館
建
設
実
践
」）
や
、
湖
南
出

版
投
資
控
股
集
団
（
博
士
後
研
究
員
・
任
殿
順
氏
「
我
国
数
字
出
版
産
業
的

真
実
与
幻
象
」）、
商
務
印
書
館
商
易
華
信
息
技
術
有
限
公
司
（
総
経
理
・

孫
述
学
氏
「
雑
誌
的
雑
誌
、
精
品
的
精
品
―
―
商
務
印
書
館
民
国
期
刊
『
東
方

雑
誌
』
全
文
数
据
庫
介
紹
」）
な
ど
、
多
く
の
出
版
関
係
者
の
発
表
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
（
コ
ロ
ラ
ド
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
館
長
・
李
想
氏
「
対
北
美
学
術
図
書
館

電
子
書
「
用
戸
駆
動
採
購
」
模
式
的
考
察
」）
や
カ
ナ
ダ
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
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コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ア
ジ
ア
図
書
館
代
理
館
長
・
劉
静
氏
「
通
過
英
属
哥
倫
比
亜

大
学
的
数
字
資
源
従
事
中
国
研
究
」）、
韓
国
（
韓
国
科
学
技
術
信
息
研
究
院

首
席
研
究
員
・
金
正
煥
氏
「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｌ
Ｉ
図
書
館
聯
盟
和
電
子
書
在
韓
国
的
使

用
模
式
」）
な
ど
、
各
国
の
図
書
館
が
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、

特
徴
的
な
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
か
窺
う
こ
と
が
で
き
た

こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

翌
七
月
一
二
日
、
会
議
二
日
目
は
、
三
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
報

告
・
討
論
が
行
わ
れ
た
。
各
パ
ネ
ル
の
テ
ー
マ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
数
字

敦
煌
与
世
界
文
化
遺
産
」、「
数
字
出
版
﹁
走
出
去
﹂
研
討
会
」、「
面
向

農
業
現
代
化
建
設
的
﹁
三
農
﹂
知
識
服
務
」
で
あ
る
。
中
で
も
第
一
パ

ネ
ル
「
数
字
敦
煌
与
世
界
文
化
遺
産
」
で
は
、会
議
の
開
催
地
に
因
み
、

敦
煌
よ
り
出
土
し
た
文
物
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
発
表
が
多
く
見
ら

れ
た
。
特
に
、
敦
煌
研
究
院
常
務
副
院
長
・
王
旭
東
氏
が
、「﹁
数
字
敦

煌
﹂
回
願
与
展
望
」
と
題
す
る
発
表
を
行
い
、
我
々
は
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
、
人
類
の
文
化
遺
産
を
永
久
に
受
け
継
い
で
い
く
義
務
を
負
っ

て
い
る
と
話
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、周
欣
平
氏「
石

窟
壁
画
及
敦
煌
研
究
数
字
資
源
保
障
体
系
」（
加
州
大
学
伯
克
利
分
校
東

亜
図
書
館
館
長
）
や
呉
健
氏
「
文
化
遺
産
与
数
字
化
」（
敦
煌
研
究
院
数
字

化
中
心
主
任
）、
夏
生
平
「
敦
煌
学
特
色
信
息
資
源
庫
的
構
建
」（
敦
煌
研

究
院
信
息
資
料
中
心
副
主
任
）
も
そ
れ
ぞ
れ
、
敦
煌
よ
り
出
土
し
た
文
物

の
発
掘
お
よ
び
保
存
過
程
や
、
現
在
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
、視
聴
覚
資
料
も
交
え
て
詳
述
さ
れ
た
。

■
デ
ジ
タ
ル
化
の
意
義
と
問
題
点

　

以
上
、
二
日
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
を
述
べ
た
が
、
以
下

に
僅
か
ば
か
り
、
筆
者
が
こ
の
会
議
で
発
表
し
た
内
容
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
た
い
。
筆
者
は
初
日
の
全
体
会
議
の
最
終
報
告
者
と
し
て
発
表

す
る
機
会
を
得
た
。
そ
こ
で
、「
日
本
に
お
け
る
漢
籍
デ
ジ
タ
ル
図
版

の
公
開
状
況
と
そ
の
意
義
（
原
題
：
日
本
漢
籍
数
字
図
版
的
公
開
状
況
及
其

意
義
）」
と
題
し
、
筆
者
が
日
頃
、
研
究
対
象
と
し
て
い
る
漢
籍
に
つ

い
て
、
日
本
の
公
共
機
関
や
大
学
関
連
機
関
が
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
全
画
像
を
公
開
す
る
デ
ジ
タ
ル
図
版
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、

そ
れ
ら
デ
ジ
タ
ル
図
版
公
開
の
意
義
と
問
題
点
と
に
つ
い
て
管
見
を
述

べ
た
。
な
ぜ
、
こ
こ
で
デ
ジ
タ
ル
図
版
（
画
像
デ
ー
タ
）
に
限
定
し
た

の
か
と
言
え
ば
、
す
で
に
翻
刻
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
資
料
に
は
、
そ
の
翻

刻
に
誤
り
が
な
い
か
、
ま
た
実
物
の
形
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
等
、
研
究
対
象
と
な
る
文
献
を
確
認
す
る
必
要
が
生
じ
る
が
、
対
象

物
そ
の
も
の
の
画
像
を
確
認
で
き
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
作
業
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
、
研
究
活
動
の
能
率
が
飛
躍
的
に
上
が
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
研
究
者
に
と
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
た

図
版
の
価
値
は
、
電
子
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
と
並
び
、
極
め
て
大
き
い
と

言
え
る
。
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ま
ず
、
報
告
で
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
、
漢
籍
の
デ
ジ
タ
ル
図

版
を
公
開
す
る
研
究
機
関
を
国
立
・
公
立
・
大
学
関
連
機
関
の
三
つ
に

分
け
て
紹
介
し
（
計
二
四
機
関
）、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
主
に
ど
の
よ
う
な
漢

籍
の
デ
ジ
タ
ル
図
版
が
公
開
さ
れ
て
い
る
か
提
示
し
た
。

　

次
に
、
漢
籍
デ
ジ
タ
ル
図
版
公
開
の
意
義
と
し
て
、
①
資
料
保
存
と

情
報
提
供
の
促
進
、
②
利
便
性
を
挙
げ
た
。
①
で
は
、
従
来
、
貴
重
書

に
関
し
て
は
、
文
献
の
保
存
と
公
開
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
視
さ
れ
て

き
た
が
、
貴
重
書
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
資
料
保
存
と
情
報
公
開
の
両
面
が
促
進
で
き
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
中
国
で
早
く
に
散
佚
し
た
と
さ
れ
な
が
ら
、

今
日
ま
で
日
本
で
そ
の
命
脈
を
保
っ
て
い
る
文
献
の
存
在
を
紹
介
し
、

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
国
か
ら
閲
覧
可
能
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
上
に
、

こ
れ
ら
の
漢
籍
の
デ
ジ
タ
ル
図
版
を
公
開
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
述
べ
た
。
②
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
図
版
と
し
て
ウ
ェ
ブ
上
に
研

究
対
象
（
漢
籍
図
版
）
が
公
開
さ
れ
た
場
合
、
利
用
者
は
所
蔵
機
関
の

開
館
時
間
を
気
に
し
た
り
、
許
可
申
請
に
時
間
を
割
く
こ
と
な
く
、
自

身
の
都
合
の
良
い
時
間
に
自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

　

ま
た
、漢
籍
デ
ジ
タ
ル
図
版
を
使
用
す
る
上
で
の
問
題
点
と
し
て
は
、

①
公
開
画
像
の
問
題
、
②
検
索
機
能
に
関
す
る
問
題
、
③
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
の
発
信
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
①
で
は
、
各
機
関

が
公
開
す
る
デ
ジ
タ
ル
図
版
の
画
像
中
に
は
、
文
献
の
拡
大
や
縮
小
が

で
き
な
い
、
あ
る
い
は
拡
大
で
き
た
と
し
て
も
、
細
か
い
文
字
ま
で
は

判
読
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ン
ク
が
切

れ
て
い
て
、
画
像
デ
ー
タ
に
辿
り
着
け
な
い
サ
イ
ト
や
、
一
つ
の
漢
籍

全
体
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
公

開
箇
所
が
そ
の
文
献
の
一
部
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
画
質
は
良
い
も
の
の
、
そ
の
せ
い
で
目
的
の
画
像
が
サ
イ
ト

上
で
な
か
な
か
開
か
ず
、
閲
覧
に
長
時
間
要
す
る
サ
イ
ト
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
述
べ
た
。こ
れ
ら
は
デ
ジ
タ
ル
公
開
な
ら
で
は
の
問
題
で
あ
り
、

ど
こ
ま
で
の
レ
ベ
ル
を
デ
ジ
タ
ル
図
版
に
求
め
る
か
と
い
う
観
点
か

ら
、
公
開
す
る
機
関
お
よ
び
閲
覧
者
と
も
に
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
②
で
は
、
漢
籍
の
デ
ジ
タ

ル
図
版
を
伝
統
的
四
部
分
類
で
は
な
く
、
日
本
十
進
分
類
法
に
よ
っ
て

検
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
サ
イ
ト
が
存
在
す
る
こ
と
や
、
各
研
究
機

関
に
収
蔵
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
、
そ
れ
ら
の
機
関
を
越
え
て
横
断
的
に
検

索
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
使
用
に
便
な
ら
ざ
る

点
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
③
で
は
、
一
部
の
所

蔵
機
関
が
、
デ
ジ
タ
ル
漢
籍
画
像
の
利
用
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い

る
一
方
、
デ
ジ
タ
ル
図
版
を
公
開
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
機
関
や
、
特
に
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
サ
イ
ト
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
図
版
を
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作
成
し
て
も
、
そ
の
存
在
が
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
情

報
公
開
の
面
で
立
ち
後
れ
、
研
究
促
進
に
も
な
か
な
か
繋
が
り
に
く
く

な
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
が
筆
者
の
報
告
の
概
要
で
あ
る
。
発
表
後
に
は
、
多
く
の
方
々

に
お
声
か
け
頂
き
、
交
流
す
る
機
会
を
得
ら
れ
た
。
こ
の
発
表
で
、
筆

者
は
主
に
研
究
者
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
す
る
立
場

か
ら
意
見
を
述
べ
た
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
普

段
あ
ま
り
接
点
の
な
い
図
書
館
や
出
版
関
連
の
、
い
わ
ば
情
報
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
側
の
方
々
と
議
論
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

は
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
。
な
お
、
光
栄
な
こ
と
に
、
筆
者
の
論
文

は
本
会
に
お
い
て
「
優
秀
学
術
論
文
」
に
選
出
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た

い
。

■
多
様
な
文
化
の
入
り
交
じ
る
都
市
、
敦
煌

　

ま
た
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
二
日
間
に
わ
た
る
会
議
の
終
了
後

に
、
文
化
考
察
と
し
て
、
世
界
遺
産
の
「
敦
煌
莫
高
窟
」
と
、
そ
こ
か

ら
出
土
し
た
様
々
な
文
物
を
収
蔵
す
る
「
敦
煌
市
博
物
館
」
を
訪
問
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
莫
高
窟
で
は
、
美
し
い
色
彩
の
壁
画
を
見
、
ま
た

ソ
グ
ド
や
ウ
イ
グ
ル
系
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
顔
立
ち
を
し
た
像
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
こ
の
地
が
ま
さ
に
交
易
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
、

人
々
が
仏
教
を
深
く
信
仰
し
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
文
化
遺
産
の
残
さ

れ
た
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
経
典
や
文

書
が
出
土
し
た
第
一
七
窟
（
蔵
経
洞
）
を
実
際
に
観
覧
で
き
た
こ
と
は
、

感
無
量
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
書
物
で
し
か
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
光
景
が
、
急
速
に
色
彩
を
帯
び
て
ゆ
く
感
覚
。
こ
れ
は
、
敦
煌

市
博
物
館
に
収
め
ら
れ
た
数
多
く
の
文
献
お
よ
び
文
物
に
触
れ
た
時

も
、
同
様
に
湧
き
起
こ
っ
た
感
慨
で
あ
る
。
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
と

同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
文
化
遺
産
を
い
か
に
し
て
保
護
し
つ
つ
、
広
く

世
界
に
情
報
提
供
し
て
い
く
か
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、

改
め
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
意
義
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

（
き
ん
じ
ょ
う
・
み
き　

大
阪
大
学
）




